
千
里
山
会
第
十
七
回
総
会
の
概
況

数
年
前
は
、
あ
ま
り
お
天
気
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
千
里
山
会

も
、
こ
の
と
こ
ろ
連
続
し
て
、
雲

一
つ
な
い
快
晴
の
中
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
日
比
谷
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン

・
ア
ラ
ス
カ
で
、
十
月
十
二
日
(
土
)
に
開
か
れ
ま
し
た
。

総
出
席
者
七
十
名
を
目
指
し
て
、
寺
津
世
話
人
代
表

・
奥
田

事
務
局
長
は
じ
め
多
く
の
方
の
頑
張
り
で
、
な
ん
と
か
六
九
名

の
出
席
者
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
十
月
二
日
に
大
阪
府
庁
で
記
者
会
見
し
、
政
界
引

退
を
正
式
発
表
さ
れ
た
藤
村
修
前
内
閣
官
房
長
官
も
出
席
さ
れ
、

最
初
か
ら
最
後
ま
で
総
会

・
懇
親
会
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
会
場
入
口
脇
の
控
室
に
は
、
奥
田
事
務
局
長
が
大
阪

か
ら
車
で
運
ん
で
こ
ら
れ
た
『
千
里
山
今
昔
展
』
の
数
々
の
パ

ネ
ル
が
飾
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
、
懐
か
し
い
昔
の
千
里
山
、
さ
ら
に
は
も
っ
と
以

前
の
千
里
山
の
写
真
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
す
っ
か
り
お
馴
染
み
の
二
四
回
生

様
提
供
の
菊
が
数
多
く
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

河
井
康
郎

会

計

・

業

務

報

告

事

務

局

長

奥

田

陽

一

会
誌
第
十
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
総
会

資
料
と
し
て
も
お
渡
し
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
再
度
説
明

し
ま
す
。

今
年
は
九
回
生
の
飯
島
泰
蔵
棟
、
浅
沼
(
安
倍
)
操
様
、

松
岡
(
梶
山
)
千
鶴
子
様
を
名
誉
会
員
と
し
て
推
挙
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

会

総

へ

の

お

置

い

事

務

局

萩

原

直

大

会
誌
第
十
六
号
の
「
編
集
後
記
」
に
も
書
き
ま
し
た
が
、

新
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
方
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
今
ま
で
寄

稿
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
方
も
減
る

一
方
で
す
。
編
集
に
携

わ
っ
て
い
る
身
と
し
て
は
、
な
ん
と
か
会
誌
第
二
十
号
ま
で

は
続
け
た
い
思
い
で
す
。
し
か
し
、
後
二
1
三
年
で
廃
刊
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
危
機
感
も
抱
い
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

当
方
の
願
い
に
ご
協
力
下
さ
い
。

総

次

a由民
::D: 

第

司
会

事
務
局
長

奥
田
陽

開
会
宣
言

同
右

世
話
人
代

表

挨

拶

世

話

人

代

表

寺

揮

美

代

子

次

期

世

話

人

代

表

推

薦

出

席

者

全

員

承

認

就

任

挨

拶

新

世

話

人
代

表

河

井

康

郎

寺

海

美

代

子

様

へ

感

謝

の

花

束

贈

呈

河

井

康

郎

特

別

ス

ピ

ー

チ

元

内

閣

官

房

長

官

藤

村

修

事

務

局

報

告

事

務

局

長

奥

田

陽

一

会
計
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
名
、誉
会
員
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
九
回
生
の
三
名

推

挙

出

席

者

全

員

承

認

次

号

会

誌

へ

の

お

願

い

事

務

局

萩

原

直

大

D
V
D

「
古
時
計
を
巡
る
冒
険
」
観
賞

(
関
西
大
学
政
策
創
造
学
部
政
策
)

総
会
閉
式
宣
言
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事
務
局
長

奥
田
陽

休
憩
時
間
に
今
昔
展
の
パ
ネ
ル
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

懇

親

第

次

A 
::D: 

司
会

二
七
回
生

雄

高
見

開
会
乾
杯
各
テ
ー
ブ
ル
で
の
歓
談

一
六
回
生

清
水

健
至

近

況

報

告

お

名

前

の

上

の

数

字

は

回

生

初
参
加
の
方
の
紹
介
及
び

一
言
ご
挨
拶

1
8
口
羽
竜
二
様、

2
5
中
村
孝
士
様
、

2
8
馬
場
(
河
井
)
久
恵
様
、

2
8
永
岡
英
樹
様
、

3

3
藤
村
修
様
、

3
8
佐
伯
(
下
村
)
幸
子
様
、

3

9
石
川
憲
洋
横

-9 -

遠
来
者
の
紹
介

1
4
阿
部
弘
様
(
千
里
山
)
、

1
6
松
村
信
男
様
(
ハ
ワ
イ
)
、

1
8
口
羽
竜
二
様
(
千
里
山
)
、

1
8
諏
佐
奈
々
子
様
(
千
里
山
)
、

1
8
石
川

(
山
本
)
照
代
様
(
千
里
山
)、



1
8
春
原
(
広
瀬
)
幸
子
様
(
神
戸
御
影
)
、

2
0
浅
野
倉
平
様
(
千
里
山
)

2
0
井
出
(
藤
川
)
敏
様
(
大
阪
狭
山
)
、

2
0
和
田
忠
博
様
(
千
里
山
)
、

2
0
樺
山
(
三
笠
)
翠
様
(
千
里
山
)
、

2
3
金
尾
(
尾
崎
)
景
子
(
広
島
)

2
4
加
藤
孝
様
(
仙
台
)
、

2
6
村
岡
進
(
水
戸
)

2
6
瀧
(
大
森
)
梢
様
(
千
里
山
)
、

3
9
増
田
泰
邦
様
(
宇
都
宮
)

各
班
で
の
写
真
撮
影

三
九
回
生

増
田

泰
邦

菊
花
プ
レ
ゼ
ン
ト

一
恒
例
、

二
四
回
生

河
井
康
郎
様
提
供

合
唱
隊
指
揮

三
二
回
生
古
川
(
藤
本
)
道
子

ピ
ア
ノ
伴
奏

二
二
回

生

尾

川

原

奈

美

江

大
き
な
古
時
計
、
千
里
第
二
小
学
校
校
歌
、
千
里
第
三
小
校

校
校
歌
、
吹
田

一
中
賛
歌
、
卒
業
生
を
送
る
歌

総
会
の
ご
挨
拶

世
話
人
代
表

寺
津
美
代
子

本
日
は
皆
榛
お
忙
し
い
中
、
第
ナ
七
四
千
里
山
ム
蕗
会
・懇

嬰
E

に

お
集
ま
り
下
さ
り
査
撃
つ
ご
ざ
い
ま
し
九
今
回
も
6
9
名
の
方
々
に

お
集
ま
り
頂
い
て
お
り
ま
す
。
関
西
地
区
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
広
島

や
仙
台
か
ら
、
士
ハ
回
生
の
松
葺
握
様
に
は
、
ハ
ワ
イ
よ
り
の
ご
参

加
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
、
こ
の
ア
ラ
ス
カ
の
企
蕩
で
旧
交
を
温
め
、
共
に
懐
か
し
い

思
い
出
を
語
り
、
時
に
は
眼
下
に
広
が
る
日
比
谷
公
園
の
眺
め
を
楽
し

み
な
が
ら
、
美
味
し
い
お
料
理
を
頂
烹
皆
々
様
に
は
楽
し
い
午
後
の

ひ
と
時
を
お
過
こ
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
皇
室
山
ム一総
会
・懇
親
窓
冨
の
開
催
に
当
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
で
ご
準
備
下
さ
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
ま
ず
お
礼
歩
申
し
上
げ

た
く
存
じ
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の

一
年
も
ご
多
仕
の
中
、

千
里
山
会
の
運
営
に
色
々
と
ご
尽
力
下
さ
っ
た
事
務
局
長
の
奥
田
陽

一
様
、
千
里
山
会
会
誌
の
発
行
に
力
を
注
ぎ
尽
く
し
て
下
さ
っ
た
萩
原

閉
会
(
中
締
め
)

一
七
回
生

高
橋

今
日
の
日
よ
さ
よ
う
な
ら

全

員

今
年
も
ま
た
司
会
、
受
付
、
会
場
設
営
・
準
備
に
当
た
り
次

の
方
々
に
終
始
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
今
回
は
特
に
、
千
里

山
今
昔
展
の
パ
ネ
ル
展
示
、
片
付
け
の
ご
協
力
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ー 10-

一
八
回
生

小
木
曽
(
名
田
〉
文
子
、
ニ
三
回
生

佐
怒
賀
(
片

山
)
弘
子
、
二
六
回
生

奥
田
(
渡
部
)
菓
子
・
児
玉
〈
服
飾
)

絢
子
、
二
七

回

生

高
見
信
雄
・
萩
原
直
大
、

三
二
回
生

古

川
(
藤
本
)
道
子
、
二
九
回
生

芦
田
英
雄
、
の
皆
様
方
、
お

よ
び
撮
影
を
担
当
さ
れ
た
三
九
回
生

増
田
泰
邦
さ
ん
。

毎
回
、
毎
回
菊
を
ご
寄
付
下
さ
る
河
井
康
郎
さ
ん
、
そ
の

菊
を
河
井
邸
に
前
日
取
り
に
行
き
、
当
日
、
会
場
へ
運
ん
で
い

た
だ
い
た
奥
田
事
務
局
長
さ
ん
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

直
大
様
、
ま
た
色
ん
な
面
で
活
動
を
支
え
て
下
さ
っ
た
幹
事
の
方
々
に
、

改
め
て
心
よ
り
の
お
礼
会
申
し
上
げ
ま
す
。
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千
里
山
で
育
っ
た
私
達
は
、
ふ
る
さ
と
千
里
山
に
そ
れ
ぞ
れ
が
懐
か

し
い
思
い
出
券
持
っ
て
お
り
ま
す
句
各
々
の
思
い
出
は
、
点
の
よ
う
な

存
在
で
し
ょ
う
が
、
懐
か
し
い
方
々
と
話
し
合
?
内
に
、
そ
れ
ら
は
線

と
し
て
つ
な
が
り
、
更
に
そ
の
線
は
膨
ら
ん
で
来
て
一
筋
の
統
れ
に
も

な
り
得
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
語
nム
q
え
る
場
が
無
け
れ
ば
、

そ
ん
な
経
験
も
出
来
な
い
の
で
す
匂
そ
の
よ
う
な
警
乞
梅
撰
し
て
く
れ

る
の
が
千
里
山
会
の
懇
懇
京
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
を
共
有
す
る

我
々
の
幸
せ
や
感
じ
な
い
-謬
い
は
参
り
ま
せ
ん
。
千
里
山
会
券
創
設
し
、

貴
重
な
右
難
い
場
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
先
輩
刀
の
ご
尽
力
に
改
め
て

感
謝
し
、
千
里
山
会
の
更
な
る
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
思
っ
気
持
を
よ

り
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
ム
玄
R
が
楽
し
い
会
と
な
り
ま
す
よ
え
ゆ
じ
、
ご
緯
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
あ
り
が
と
ユ
」
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
私
自
究
世
話
人
代
表
の
職
を
お
型
妥
け
し
て
か
ら
早
や
三

年
の
月
日
を
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
問
世
代
交
替
の
必
要
点
感

じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
後
任
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
出
来
ず

に
お
り
ま
し
た
口
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
幸
い
一
干
四
回
生
の
河
井

前
代
表
へ
河
井
一様
よ
η菊
鉢
と
千
里
山
会
の
襲
官
口
語
皇

康
郎
様
が
、
昨
秋
の
常
任
幹
事
会
で
次
期
世
話
人
代
表
と
し
て
推
璃
を

受
け
、
ご
本
人
の
承
諾
ホ
得
ま
し
た
の
で
こ
こ
に
ご
墾
申
し
上
げ
、

皆
様
方
合
尋
問
を
得
た
い
シ
存
じ
ま
す
。

(
皆
様
の
拍
手
に
よ
り
承
認
頂
く
)

ご
賛
同
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
平
間
私
に
与
え
て

下
さ
っ
た
ご
+
守
護
に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
引
税
き
河
井

様
へ
の
ご
守
護
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
河
井
康
郎
様
を

ご
紹
介
申
し
ま
す
。

12 -

河
#
様
よ
り
の
代
表
就
任
推
移

二
十
四
回
生
の
河
井
康
郎
で
す
。
千
里
山
会
の
た
め
に
精

一杯
尽
力

致
す
積
り
で
お
り
ま
す
よ
様
方
の
ご
玄
撃
協
力
を
お
願
い
申
し
上

ぜ
手
。

特
別
ス
ピ
ー
チ

元
内
閣
官
房
長
官

藤
村
修
正
に
特
別
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
千
里
第
二
小
学
校

l
三
十
三
回
生
で
、
昭
和
三
十
七
年

年
卒
業
で
す
。

国
会
で
は
野
党
時
代
は
沖
縄
北
方
特
別
委
員
長
や
青
少
年

問
題
特
別
委
員
長
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

与
党
に
な
り
厚
生
労
働
委
員
長
、
外
務
副
大
臣
、

厚
生
労
働

副
大
臣
を
務
め
、

二
O
一一

年
九
月
か
ら
二

O
一
二
年
十
二
月

ま
で
、
野
田
内
閣
で
官
房
長
官
を
務
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
会
に
出
て
二
十
年
に
な
り
、
こ
の
十
月
二
日
を

も
っ
て
政
界
を
引
退
し
ま
し
た
。
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そ
も
そ
も
内
閣
官
房
長
官
と
は
、
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
の

か
と
申
し
ま
す
と
、
『
内
閣
府
の
長
(
首
相
)
に
対
す
る
最
高
補

佐
官
で
、
内
閣
府
の
主
務
大
臣
と
し
て
の
首
相
の
名
代
』
で
あ

り
ま
す
。
内
閣
の
重
要
な
企
画
立
案
や
各
府
省
聞
の
調
整
、
国

民
に
対
す
る
広
報
に
も
当
た
り
、
内
閣
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と

申
せ
ま
す
。
で
も
最
も
多
く
の
時
間
を
要
す
る
の
は
国
の
危
機

管
理
の
仕
事
で
す
。



(
力
強
く
挨
拶
さ
れ
る
藤
村
氏
)

出席者名簿

日本プレスセンター底

{回生別 ・五十音順)

翠・、敏・、様山(三笠)

レストランアラスカ

千里山会2013年総会 ・懇親会

2013.10.12 

例
え
ば
、
台
風
な
ど
自
然
災
害
で
は
、
官
房
長
官
室
に
関
係

府
省
の
局
長
ら
を
直
ち
に
招
集
し
て
ミ
ニ
対
策
本
部
を
つ
く
り

ま
す
。
被
害
が
相
当
大
で
あ
れ
ば
関
係
閣
僚
会
議
を
招
集
し
ま

す。
ま
た
、
昨
年
は
特
に
尖
閣
問
題
は
毎
日
の
よ
う
に
中
国
公
船

が
日
本
の
領
海
に
接
近
し
、
海
上
保
安
庁
の
船
か
ら
の
映
像
が

私
の
執
務
室
に
生
で
中
継
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
で
監
視
し
ま
す
。

海
外
で
の
災
害
や
事
故
に
も
二
十
四
時
間
対
応
し
て
い
ま

し
た
。で
す
か
ら
、
官
房
長
官
は
常
に
官
邸
か
赤
坂
の
議
員
宿
舎
に

待
機
状
態
。
原
則
と
し
て
一
切
、
東
京
か
ら
出
ら
れ
ま
せ
ん
。

総
理
大
臣
が
外
遊
の
場
合
は
臨
時
代
理
と
し
て
お
留
守
番
。

一
年
三
か
月
余
り
、
永
田
町
周
辺
に
隔
離
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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今
後
は
、
学
生
時
代
か
ら
取
り
組
む
遺
児
支
援
の
活
動
の
場

を
も
っ
と
世
界
に
広
げ
、
自
分
が
副
会
長
を
務
め
る
『
あ
し
な

が
育
英
会
』
を
通
じ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
遺
児
支
援
に
取
り
組

み、

『
ア
フ
リ
カ
百
年
事
業
』

に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。
ま
た
、
活
動
の
本
拠
は
東
京
都
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
、

こ
の
千
里
山
会
に
も
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以上69名

純、噌田泰邦・

15 

1 1回生河合(岡村)貞子、伏見千瑞子、三谷(平井)高里子

14回生阿部弘(柿崎英吾、 三分一克美

1 5回生赤羽隆夫

16回生清水健至、松村信男・

1 7回生高矯一三、 友野信善、石田(神谷)明子、山本(吉田)恵子

18回生片山 輩、口羽竜二円初)、山崎不二雄、石)II(山本)照代・、小木曽(名田)文子、

栗木(池田)明子、諏佐奈々子(滝沢(村中)万里子、寺津(劉)美代子、

春原(広瀬)幸子・

20回生浅野倉平・、久保利也、長谷川宏有、和問忠博・、井出(藤)11)

米崎(三輪川、ゆ子

21回全大森信、平田坦

22回生尾川原奈美江

23回生金尾(尾鱗)景子・、黒湾(保富)琉美子、佐怒賀(片山)弘子、和久(中)11)淑子

24回生市原四郎、奥田陽一、 加藤孝・、河井康郎、服部宏紀、河合(五十嵐)和子、

重苦藤(南篠)万貴子

25回生中村孝士(初)

26回生村岡進・、大貫(石原)I泰子、奥田(渡部)英子、 )11原(河井)一恵、児玉(服部)絢子、

下野(中瀬)能子、関(赤松)玲子、満(大森) 梢・

27回生高見信雄、荻原復大、城戸(吉田)三千代、本)11(松)11)淑子

28回生永岡英樹(初)、馬場(河井)久恵(初)、水原清子

29回全岩瀬琢郎、芦田英雄

32回生古)11(藤本)道子

33回生藤村修(初)、古村(松)11)陽子

38回全佐伯(下村)幸子(初)

39回全石川憲洋(初)、湾問

初参加者(初)* :遠来者



【2013年度千里山会収支表】
1 3 年 4 月 1 日 ~14年 03 月 31 日

2014年03月31日

収入 金額 支出 金額

警許盤173名 766. 720 
346，000 通信費 66，201 

振込手数料 630 
内訳 12年 2名 4，000 文具 ・コピー費 22，742 
1 3年 171名 342，000 打合経費 40，746 
14年 0名 慶弔費他 46，825 

会誌16号作成費 175，298 
振込手数料(会費振込分) ー10，960 会員名簿作成費
その他(雑収入) 10， 190 
利息 126 
小計 345.356 小計 352.442 
懇親会費 69名 552，000 

会写食真費費他
556，575 

制，000

合記念唱隊品他費諸経費 3，750 

小計 560，325 
寄付金 1 1名 85，000 

|繰越 836，309 
合計 1. 749. 076 合計 1. 749.076 

参考 基金総額 :617，000円 (1996年募集)
寄付累計: 1 ， 495 ， 442 円 (1996/4~2014/03 延185名、含切手寄付)

本日、千里山会の会計監査をした結果、処理は適正Eつ正確で
あるものと認めます。

2 0 1 4年6月28日 監事 平田 坦

ー 17

経過報告

13.08.06 

13.08.26 

13.09.14 

13.11. 17 

14.03.31 

14.04.12 

14.05.27 

14.06.20 

14.06.27 

14.06.29 

会誌16号発送開始

会誌16号を国立国会図書館に納本

総会準備常任幹事会於八重洲倶楽部

16清水、 17高橋、小木曽、寺揮、 21平田、 22尾川原、 23佐怒賀、

勾河井、奥田、 27高見、萩原、 32古川 以上 12名

常任幹事会総会反省会於八重洲口ルノアール

16清水、 17高橋、 18片山、小木曽、寺津、 21平田、 22尾川原、

24河井、奥田、 26児玉、 27高見、 29芦田、 32古川、 39増田
以上 14名

会計 13年度決算書類作成・チェック

24奥田陽一
21平田坦

常任幹事会 河井さんの後任世話人会代表推薦
於八重洲口ルノアール

26児玉絢子

16清水、 17高橋、 18片山、小木曽、寺津、 22尾川原、 24河合

奥田、 27高見、萩原、 32古川 39増田 以上 12名

総会までは 18寺津美代子さんに世話人会代表代理をお願いする。

令誌 17号編集打合せ於学士会館 14柿崎 27萩原 24奥白

会誌 17号編集打合せ於六本木RANDY 27萩原 24奥田

会誌17号編集打合せ、版下をよしみ工産へ於学士会館
27萩原 24奥田

会誌発送用封筒準備 32古川 24奥田

以 上

16 . 



広瀬 諏佐名田
山本 劉

山崎 池田
村中

17友野 14三分一 柿崎
17高橋吉田 11岡村 伏見平井 14阿部

26石原
26渡部 23中川 26赤松 村、、ムおqro 

田和野浅笠
田
三

森
石
却

大
口

司，
h

谷長田
原
平
川
引
尾q，h
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28永岡
28水原 河井 38下村
33藤村 松川 32古川 29芦田 39増田

全員 24回生
服部五十嵐河井 加藤 南僚 奥田 市原

15赤羽 39石川 39津田 25中村
27高見 城戸 松川 萩原
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16清水

29岩瀬 16清水

-22 


